日本アーカイブズ学会登録アーキビスト・登録申請書式　
規程第6条第2号該当申請者用　　
　　　　　　　　　　申請者番号　201202-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

書式2(2)　　　　　　　　　　　　実務経験申告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012　年　12月　10　　
日現在

申請者氏名：　　　文書花子　　　
私は、アーカイブズ機関等において下記の通り2年以上の業務経験があることをここに申告致します。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総勤務年数(換算後)　：　　９．１９　　年
1.　 業務区分（該当番号（複数可）を□で囲む）：
規程別表2-1：(1)・(2)・(3)・(4)・(5)・(6)・
(7)

機関等の名称：○○大学図書館△△文庫
機関等の所在地：　　　　　　　

業務に従事した期間：　1998　年　4　月　　～　2000　年　3　月

週勤務日数：　2　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年換算：1.0
 年
業務内容（200字程度）：

　○○大学図書館が所蔵する、中国法制史研究者（同大学名誉教授、故人）である△△の個人アーカイブズ約1万点を整理し、1999年4月より学内公開、9月より一般公開した。主たる業務は目録の作成、ウェブ公開用のデータベース（検索手段）の基本となるメタデータの設定とデータ入力、利用者対応である。ほかに保存用器材の選定（業者とのやりとりも含む）と入れ替えも行った。データベースは1999年9月よりhttp://www.marumaru-u/sankakubunko.htmにて公開している。
2.　 業務区分（該当番号（複数可）を□で囲む）：
規程別表2-1：(1)・(2)・(3)・(4)・(5)・(6)・(7)

機関等の名称：○○大学東洋史研究センター

機関等の所在地：　　　　　　　

業務に従事した期間：　2003年　4　月　　～　現在も勤務中

週勤務日数：　3　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年換算：7.19
年
業務内容（200字程度）：

　○○大学東洋史研究センターが所蔵する約15万点の一次資料の整理・公開に従事。主として資料目録の作成、データベースの管理とデータ入力、基本的な保存措置、そして来館者対応を行っている。□田□郎元○○大教授の個人文庫寄贈（2005年）にあたり、全資料のデジタル化とウェブ公開が行われた際には、メタデータとして設定すべき項目の検討などに関わった。同文庫のデジタルアーカイブは2008年4月より、○○大学東洋史研究センター□田□郎デジタルアーカイブ　http://www.marumaru-u/kakutabunko.htmにて閲覧可能である。
　

3.　 業務区分（該当番号（複数可）を□で囲む）：別表2-1：(1)・(2)・(3)・(4)・(5)・(6)・(7)
機関等の所在地：○○大学　　　　　　　

業務に従事した期間：　2010年　4　月　　　　～　2011年　3　月　　　

週勤務日数：　　1　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年換算：1.0　年

業務内容（200字程度）：
　○○大学△△学部において、アーカイブズ管理論に関する分野の講義を行った。主として、民間所在の資料に関する調査方法や分析に関しての方策や、歴史的公文書の移管と収集、評価・選別に関する方策と具体的実施方法について、いくつかの実践例を紹介しながら講義を行った。
(記入欄が足りない場合は、以下の欄に記入項目等をコピーし、通し番号を付して記入して下さい。記入後、余計な改行を削除して下さい。）
�本書式を記入した日


�規程別表2を参照し、該当するもの全てを□で囲んで下さい。


�2年×1/2=1.0


�規程別表2-1に定める業務との関連（上記「業務区分」で選択したもの）、および業務の具体的内容がわかるよう、簡潔に記載してください。


�9年7ヶ月≒9.58年


9.58年×3/4≒7.19年





�1年間の講義(1コマ90分×30コマ相当)を1年の実務経験年数とみなします。ただし、同一年に複数の講義を担当しても実務経験年数1年と数えます。
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